
監査委員 告示 第 4 号 

 

 

地方自治法第 199条第 1 項、第 2項及び第 4項の規定に基づき、塩竈市監査基準により監査を実施

したので、その結果を同条第 9項の規定により公表します。 

 

 

令和 4年 6月 6日 

 

 

                            塩竈市監査委員 福 田 文 弘 

                         塩竈市監査委員 香 取 嗣 雄 

 

 

定 期 監 査 結 果 報 告 書 

 

 

１．監査等の種類   

定期監査及び併せて行う行政監査 

 

 

２．監査等の対象 

産業環境部（浦戸振興課を除く）及び建設部全課の財務に関する事務及びその他の事務 

（令和 2年度の定期監査時から令和 3年度の定期監査時までに実施したもの） 

 

 

３．監査等の着眼点 

 令和 3 年度監査実施方針に基づき、財務に関する事務の執行が適正かつ効果的に行われているか、

各種の契約が公平性、透明性を確保しているか、公金収納が会計規則に則り適正に処理されているか

等を着眼点として実施した。 

 

 

４．監査等の主な実施内容 

事前に定期監査対象課から必要な資料の提出を求め審査を行った。監査当日は、歳入歳出の基礎と

なる帳簿、書類、証書など事務事業の執行に関する書類等の提出を求め、必要に応じて関係職員から

の説明を聴取した。また、予算の執行、物品、財産の管理、契約状況等事務事業の執行状況について、

適法性、効率性、適正性などの観点から監査を実施した。    

 

 

５．監査等の実施場所及び日程 

 各対象課内、令和 4年 1月 11日(火)～同年 1月 28日(金) 

 



 

６．監査等の結果 

財務に関する事務の執行、並びに事務事業の執行状況は、概ね適正に執行されていると認められた。 

なお、契約関係で特に地方自治法施行令及び市契約規則に基づく随意契約については、産業環境部

建設部（産業環境部については浦戸振興課を除く）合わせて、前年度 176 件（内 1 者見積 97 件）か

ら今年度 172件（内 1者見積 75件）と減となり、1者見積りによる随意契約の割合も 55.1％から 43.6％

に減少した。契約件数が減となった要因は、産業環境部で清掃工場の設備修繕の減少等である。なお、

随意契約の主な契約は、31-災 藤倉汚水ポンプ場電気設備汚水系制御装置等更新工事、令和 2年度 福

島県沖地震に伴う野野島・寒風沢漁港災害復旧調査設計業務委託などである。 

今後も事業の性質・内容等から一般・競争入札に付することが可能なものはないか検討願うととも

に随意契約の際は、2者以上からの見積徴収に努力してもらいたい。 

また、財務や服務に関する事務処理の単純な誤りに起因する事項等が数件見受けられたため、適正

な事務執行に努力してもらいたい。 

文書事務においては、完了届等の相手方からの文書を受領した際の収受印のないものが見受けられ

るので、本市文書取扱規程に基づく事務処理を徹底してもらいたい。 


